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Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
中
日

本
、
西
日
本
は
、
平
成
28
年

４
月
以
降
、
車
両
単
位
割
引

の
10
％
拡
充
措
置
に
つ
い
て

は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
．
０
搭
載
車
両

に
限
り
適
用
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
経
過
措
置
と
し
て
、
従

来
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
に
も
半
年

程
度
を
目
途
に
適
用
し
て
い
た

が
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
．
０
の
普
及
状

況
も
踏
ま
え
、
当
該
経
過
措
置

に
つ
い
て
は
、
期
間
を
３
ヶ
月

延
長
し
た
上
で
、
平
成
28
年
12

月
末
で
終
了
す
る
こ
と
と
し

た
。

し
て
並
行
す
る
道
東
自
動
車
道

の
占
冠
Ｉ
Ｃ
か
ら
音
更
帯
広
Ｉ

Ｃ
間
に
お
い
て
実
施
し
て
い
た

代
替
路
（
無
料
）
措
置
を
、
国

道
２
７
４
号
の
代
替
路
と
し
て

占
冠
Ｉ
Ｃ
か
ら
十
勝
清
水
Ｉ
Ｃ

間
に
変
更
す
る
。

台
風
10
号
に
よ
る
落
橋
等
で

通
行
止
と
な
っ
て
い
た
国
道
38

号
（
清
見
橋
・
小
林
橋
）
は
、

10
月
14
日
（
金
）
に
通
行
止
が

解
除
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
道
38
号
及

び
国
道
２
７
４
号
の
代
替
路
と

２
倍
以
上
の
悪
質
違
反
者
は
告

発
さ
れ
た
段
階
で
１
か
月
以
上

の
一
部
割
引
停
止
と
す
る
。
違

反
の
累
積
期
間
は
３
か
月
か
ら

２
年
間
に
延
ば
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
な
ど
高

速
道
路
会
社
６
社
は
、
重
量
超

過
等
の
違
反
が
後
を
絶
た
ず
、

道
路
を
著
し
く
劣
化
さ
せ
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
道
路
構
造
物
の
保
全
、
道

路
法
令
違
反
抑
止
及
び
安
全
走

行
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
違

反
車
両
に
対
す
る
徹
底
し
た
指

導
取
り
締
ま
り
と
あ
わ
せ
、
平

成
29
年
４
月
１
日
か
ら
高
速
道

路
会
社
６
社
各
々
の
大
口
・
多

頻
度
割
引
制
度
に
お
い
て
、
車

両
制
限
令
違
反
者
に
対
す
る
割

引
停
止
措
置
等
を
強
化
す
る
。

具
体
的
に
は
、
重
量
が
基
準
の

散
さ
せ
る
狙
い

も
あ
る
。

ま
た
、
基
本

方
針
に
は
、
料

金
が
急
激
に
変

動
し
な
い
よ
う

激
変
緩
和
措
置

の
導
入
も
盛
り

込
ん
だ
。
将
来

は
、
混
雑
し
て

い
る
区
間
の
料

金
を
高
く
設
定

し
、
流
れ
が
順

調
な
区
間
に
車

を
誘
導
す
る
仕

組
み
も
取
り
入

れ
る
。

今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
新
た
な

料
金
の
具
体
案

が
年
内
に
公
表

さ
れ
、
関
係
自

治
体
の
同
意
な

ど
を
得
た
後
、

高
速
道
路
会
社

な
ど
が
国
交
大

臣
の
事
業
許
可

を
経
て
、
平
成

29
年
度
か
ら
の

導
入
す
る
見
通

し
。

平
成
28
年
９
月
13
日
に
開
催

さ
れ
た
国
土
幹
線
道
路
部
会
で

は
、
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
、
奈

良
の
近
畿
圏
の
高
速
道
路
料
金

の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針

が
ま
と
め
ら
れ
た
。

現
行
は
、
距
離
に
応
じ
て
料

金
を
課
す
区
間
と
均
一
料
金
区

間
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、
距

離
に
応
じ
た
料
金
体
系
を
基
本

と
し
て
、
発
着
地
が
同
じ
な
ら

ル
ー
ト
が
異
な
っ
て
も
同
一
料

金
と
す
る
方
式
も
導
入
す
る
と

し
た
。
こ
の
方
式
は
、
渋
滞
が

多
い
大
阪
都
心
部
へ
向
か
う
ル

ー
ト
が
対
象
で
、
交
通
量
を
分

当
日
は
、
爽
や
か
な
天
気
の

下
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
の

ゴ
ミ
、
枯
葉
、
銀
杏
な
ど
、
延

長
約
10
㎞
の
歩
道
を
清
掃
し

た
。

10
月
14
日
（
金
）
朝
、
霞
が

関
、
虎
ノ
門
付
近
の
中
央
官
庁

や
民
間
の
ビ
ル
に
勤
務
す
る
人

た
ち
や
地
元
町
会
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
歩
道
の
清
掃

が
行
わ
れ
た
。

こ
の
取
組
み
は
、
平
成
７
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

22
回
目
と
な
る
今
年
も
、
国
土

交
通
省
、
同
関
東
地
方
整
備

局
、
東
京
都
、
千
代
田
区
、
港

区
及
び
東
京
地
下
鉄
（
株
）
が

協
力
し
、
周
辺
で
勤
務
す
る
方

々
等
へ
参
加
の
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
１
，
０
０
０
人
を
超
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
っ

た
。

将
来
も
そ
の
歩
み
が
終
わ
る
こ
と
は
な
い
の

で
あ
ろ
う
。
人
口
減
少
な
ど
社
会
を
取
り
巻

く
状
況
が
厳
し
い
時
代
が
続
い
て
い
く
で
あ

ろ
う
が
、
地
震
や
台
風
等
、
自
然
が
猛
威
を

ふ
る
う
災
害
リ
ス
ク
が
多
い
我
が
国
で
、
国

民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め
に
も
防
災

・
減
災
を
行
い
、
ま
た
経
済
的
に
も
豊
か
な

国
に
な
る
に
は
、
渋
滞
解
消
な
ど
社
会
経
済

的
な
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
公
共
財
で
あ
る
社
会
資

本
整
備
や
そ
の
活
用
に
よ
り
、
国
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
私
た
ち
に
と
っ
て
、
暮
ら
し
や
す

い
社
会
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
、
後
年
か
ら

振
り
返
っ
た
際
に
今
年
が
、
大
き
な
取
り
組

み
の
「
元
年
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
な

成
果
が
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

会
資
本
整
備
の
本
来
の
効
果
と
い
う
も
の

は
、
整
備
後
に
そ
の
イ
ン
フ
ラ
が
活
用
さ
れ

る
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
重
要
で
は
な
い
の
か
。

な
ぜ
整
備
を
す
る
か
と
言
え
ば
、
道
路
で
あ

れ
ば
そ
の
整
備
等
に
よ
り
移
動
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
人
や
物
の
流
れ
の
効
率
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
投
資
が
誘
発
さ
れ
る

経
済
面
の
効
果
が
あ
り
、
ま
た
事
故
や
災
害

リ
ス
ク
の
低
減
な
ど
、
国
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
こ
と
に
も
寄
与
す
る
た
め
で
あ
ろ

う
。様

々
な
産
業
で
、
製
造
工
程
の
機
械
化
や

設
備
・
シ
ス
テ
ム
の
更
新
等
、
過
去
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
「
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
」

こ
と
は
行
わ
れ
て
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、

高
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
３
つ
の
切
り

口
で
紹
介
し
て
い
る
。

「
社
会
ベ
ー
ス
」
は
、
生
産
性
革
命
に
向

け
た
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
渋
滞
対
策
や
首
都
圏
の

新
た
な
高
速
道
路
料
金
の
導
入
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
等
の
５
事
例
。
「
産
業
別
」
は
、

本
格
的
な
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
へ
の
転
換
や
新
た
な
住
宅
循
環
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
住
生
活
産
業
の
成
長
等
の
６
事

例
、
「
未
来
型
」
は
、
急
所
を
事
前
に
特
定

す
る
科
学
的
な
道
路
交
通
安
全
対
策
と
イ
ン

フ
ラ
海
外
展
開
に
よ
る
新
た
な
需
要
の
創
造

・
市
場
の
開
拓
の
２
事
例
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
公
共
事
業
は
乗
数
効
果
、
フ
ロ

ー
効
果
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
社

今
、
我
が
国
は
、
少
子
高

齢
化
、
か
つ
経
済
状
況
も
力

強
く
な
い
と
い
わ
れ
て
お

り
こ
の
よ
う
な
中
で
今
後


ど
の
よ
う
に
し
て
新
た
な
需
要
を
掘
り
起
こ

す
こ
と
も
含
め
、
持
続
し
た
経
済
成
長
を
続

け
て
い
く
の
か
と
い
う
課
題
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
が
、
本
年
を
「
生
産
性
革
命

元
年
」
と
位
置
づ
け
、
社
会
全
体
の
生
産
性

の
向
上
に
つ
な
が
る
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
高
い

社
会
資
本
の
整
備
・
活
用
や
、
関
連
産
業
の

生
産
性
向
上
、
新
市
場
の
開
拓
を
支
え
る
取

り
組
み
を
加
速
化
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ま

で
に
先
例
事
例
と
し
て
１
３
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
選
定
し
そ
れ
ら
を
①｢

社
会
ベ
ー
ス｣

の
生
産
性
を
高
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②｢

産

業
別｣

の
生
産
性
を
高
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


③
「
未
来
型
」
投
資
・
新
技
術
で
生
産
性
を

大口･多頻度

割引の割引率

車両制限令違反者に対する

大口･多頻度割引停止措置等を強化

近
畿
圏
内
の
料
金
水
準
の
現
状

清見橋復旧作業の様子清見橋復旧作業の様子

小林橋復旧作業の様子小林橋復旧作業の様子

代替路（無料）措置状況
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